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菊地功大司教 メッセージ

「人間は、『余すことなく自分自身を与えない限り』、自⼰実現も成⻑もなく、充⾜も得
られないように造られています」（「兄弟の皆さん」87）

教皇フランシスコは、回勅『兄弟の皆さん」にこう記しています。その上で教皇は、「い
のちがあるのは、きずな、交わり、兄弟愛のあるところです。・・・自分は自分にのみ帰
属し、孤島のように生きているのだとうぬぼれるなら、そこにいのちはありません。そ
うした姿勢には、死がはびこっています」と述べています。

ルカ福音は、「婚宴に招待されたら、上席についてはならない」というイエスの教えを記
しています。人間関係において謙遜さが重要だとするこの話は、ここで終わっていたら
マナーを教える話に留まったのかも知れません。しかしこのあとにルカ福音は、「宴会を
催すときには、むしろ、貧しい人、体の不自由な人、⾜の不自由な人、目の見えない人
を招きなさい」と記しています。

宴席に招かれる人と招かれない人の対比は、ここで意図的に持ち出されているとしか思
えません。それはこの話が、処世術やマナーを語っているのではなく、神の国に招かれ
るとは一体どういう意味であるのかを説き明かしているからに他なりません。

すなわち、上席に着こうとする人が象徴するのは、神の国に招かれるのは自分が勝ち得
た権利の行使なのではなく、徹頭徹尾、神からの恵みでしかあり得ない事実であります。
そして、すべてのいのちを神が愛おしく思われているからこそ、その招きからは、誰ひ
とりとして忘れ去られることはないと、その続きの話が示唆します。

その中にあって、天の国で豊かに報いを受けるためには、この社会の現実の中で、余す
ことなく自分自身を与え、互いのきずな、交わり、兄弟愛を深めなくてはならないこと
が示され、それに対してあたかも自分が勝ち得た権利の行使のように高慢に振る舞い、
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隣人への視点を失ったところにはいのちがないことが示されています。

現代社会の現実は、排除と排斥に軸⾜を置き、持てる者と持たない者との格差が広がり
続け、持たない者はその存在さえ忘れ去られたと、教皇フランシスコはたびたび指摘し
てきました。

第二バチカン公会議の現代世界憲章は、「地上の富は万人のためにある」という原則を示
します（69）。そこにはこう記されています。

「神は、地とそこにあるあらゆる物を、すべての人、すべての⺠の使用に供したのであ
り、したがって造られた富は、愛を伴う正義に導かれて、公正にすべての人に行き渡る
はずのものである。・・・それゆえ人間は、富の使用に際して、自分が正当に所有してい
る富も単に自分のものとしてだけでなく、共同のもの、すなわち富が自分だけでなく他
人にも役立ちうると言う意味において共同のものであると考えなければならない」

教皇フランシスコはこれを受けて、「兄弟の皆さん」にこう記しています。

「人は皆、同じ尊厳をもって、この地球に生まれ・・・肌の色、宗教、能力、出生地、
居住地、そのほか多くのことの違いを、重視したり、皆の権利を損なって一部の人の特
権を正当化することに利用してはなりません（118）」。

神ご自身がそうされるのですから、わたしたちも主の僕として、誰も忘れることなく、
すべての人を等しく神の国に招き入れるよう努めましょう。


